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す
べ
て
に
理
想
を
満
た
す
車
両
の
開
発

　
成
田
空
港
ア
ク
セ
ス
鉄
道
構
想
の
Ｂ
案

ル
ー
ト
は
、
平
成
12
年
1
月
27
日
、
運
輸

政
策
審
議
会
第
18
号
答
申
に
お
い
て
平
成

27
年
ま
で
に
開
業
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ

る
路
線
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
、
整
備
水

準
と
し
て
は
、
所
要
時
間
30
分
台
が
目
標

と
し
て
示
さ
れ
た
。

京
成
電
鉄
は
そ
れ
を
受
け
、
日
暮
里

－

空
港

第
2
ビ
ル
駅
間
を
「
最
高
速
度
時
速
１
６
０

㎞
・
36
分
台
で
結
ぶ
」
目
標
を
立
て
た
。
そ
し

て
そ
の
実
現
に
向
け
て
、
全
社
一
丸
と
な
っ
た

取
り
組
み
を
開
始
し
た
。

京
成
電
鉄
が
第
一
に
ク
リ
ア
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
の
が
「
最
高
時
速
１
６
０
㎞
走
行

の
実
現
」
だ
。
旧
ス
カ
イ
ラ
イ
ナ
ー
は
最
高
時

速
１
１
０
㎞
だ
っ
た
た
め
、
成
田
ス
カ
イ
ア
ク

セ
ス
開
業
に
照
準
を
合
わ
せ
、
特
急
専
用
車
両

を
新
造
す
る
こ
と
が
決
定
す
る
。
初
代
ス
カ
イ

ラ
イ
ナ
ー
の
Ａ
Ｅ
形
を
継
承
す
る
新
型
ス
カ
イ

ラ
イ
ナ
ー
だ
。

車
両
開
発
が
ス
タ
ー
ト
し
た
の
は
平
成
16
年
。

鉄
道
本
部
車
両
部
の
松
尾
隆
計
画
課
長
は
、
当

時
を
こ
う
振
り
返
る
。

「
時
速
１
６
０
㎞
走
行
は
北
越
急
行
の
実
績
が

あ
っ
た
が
、
北
越
急
行
と
当
社
と
で
は
走
行
の

条
件
が
全
く
異
な
っ
て
い
る
。
車
両
開
発
は
台

車
の
研
究
か
ら
始
ま
っ
た
」

成
田
ス
カ
イ
ア
ク
セ
ス
の
都
心
側
始
発
駅
は

京
成
上
野
に
な
る
。

「
京
成
上
野
か
ら
京
成
高
砂
ま
で
は
昭
和
の
初

期
に
開
業
し
た
区
間
で
、
カ
ー
ブ
が
多
く
勾
配

も
き
つ
い
。
そ
れ
に
対
し
北
総
線
は
比
較
的
新

し
く
、
さ
ら
に
新
線
に
な
る
と
直
線
区
間
が
多

く
な
っ
て
高
速
運
転
も
容
易
に
な
る
。
区
間
に

よ
っ
て
異
な
る
路
線
特
性
の
す
べ
て
に
合
致
す

る
装
置
を
、
正
確
に
選
択
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
研
究
と
試
験
と
デ
ー
タ
収
集
を
繰
り
返
し
、

台
車
の
開
発
に
は
非
常
に
苦
労
し
た
」（
松
尾
課

長
）そ

の
結
果
、
開
発
さ
れ
た
の
が
、
在
来
区
間

に
お
け
る
曲
線
通
過
性
能
と
新
線
区
間
に
お
け

る
高
速
走
行
性
能
を
高
い
次
元
で
両
立
し
た
軽

量
ボ
ル
ス
タ
レ
ス
台
車
だ
。
高
速
特
性
を
高
め

る
た
め
、
両
先
頭
車
に
は
フ
ル
ア
ク
テ
ィ
ブ
サ

ス
ペ
ン
シ
ョ
ン
（
動
揺
防
止
制
御
装
置
）
を
搭

載
し
て
、
横
揺
れ
を
抑
制
す
る
。
さ
ら
に
、
一

般
的
鉄
道
車
両
に
お
い
て
通
常
は
付
随
車
に
し

か
つ
け
な
い
デ
ィ
ス
ク
ブ
レ
ー
キ
を
編
成
全
車

両
に
採
用
。
降
雨
な
ど
天
候
の
影
響
を
受
け
る

こ
と
な
く
安
定
し
た
ブ
レ
ー
キ
が
か
け
ら
れ
る

性
能
を
確
保
し
た
。

「
在
来
線
で
は
最
速
と
な
る
最
高
時
速
１
６
０

㎞
を
い
か
に
安
定
し
て
安
全
に
走
行
す
る
こ
と

が
で
き
る
か
。
高
速
運
転
を
支
え
る
台
車
は
、

高
い
レ
ベ
ル
の
性
能
を
極
め
て
い
る
」（
松
尾
課

長
）安

定
・
安
全
な
時
速
１
６
０
㎞
走
行
の
実
現

「都心から成田空港へ３６分。ＪＡＰＡＮ　ＳＰＥＥＤ」
日本の空港アクセスを次のステップへと進ませた、成田スカイアクセス開業と新型スカイライナーの開発。
それは、車両や運転など現場を預かる各部署が、それぞれ専門の領域でプロジェクトに取り組み、
その力を結集させることで完成した、京成電鉄の一大プロジェクトだった。
時速１６０㎞走行、都心から３０分台。
大命題を結実させた各部署の取り組みを取材した。
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と
と
も
に
、
快
適
性
・
先
進
性
に
も
こ
だ
わ
っ

た
。国

内
在
来
線
最
速
の
車
両
に
ふ
さ
わ
し
い
快

適
性
・
先
進
性
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
。

京
成
電
鉄
で
は
、
既
存
の
イ
メ
ー
ジ
に
捉
わ
れ

な
い
こ
と
を
狙
い
に
、
内
装
・
外
観
の
デ
ザ
イ

ン
を
「
世
界
の
寛
斎
」
に
託
し
た
。
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ナ
ー
・
イ
ベ
ン
ト
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
の
山
本
寛
斎
氏
で
あ
る
。

京
成
電
鉄
と
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・
イ
ベ
ン
ト
界

の
大
御
所
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、
両
者
の

「
思
い
」
を
重
ね
合
わ
せ
、
一
つ
に
す
る
作
業
か

ら
始
ま
っ
た
。
18
年
に
山
本
寛
斎
デ
ザ
イ
ン
事

務
所
の
起
用
を
決
定
し
て
以
来
、
両
者
で
の
打

ち
合
わ
せ
回
数
は
、
実
に
45
回
に
及
ん
だ
と
言

う
。「

顔
を
突
き
合
わ
せ
、
意
見
を
出
し
合
い
な
が

ら
練
り
上
げ
て
い
っ
た
コ
ン
セ
プ
ト
が
＂
風
＂

と
＂
凛
＂。
外
観
は
速
さ
を
象
徴
す
る
＂
風
＂、

車
内
は
無
駄
な
も
の
を
そ
ぎ
落
と
し
、
本
質
的

な
も
の
だ
け
を
残
す
＂
凛
＂。
こ
の
コ
ン
セ
プ
ト

に
沿
っ
て
、
デ
ザ
イ
ン
を
一
つ
一
つ
進
め
て
い
っ

た
」（
松
尾
課
長
）

先
頭
形
状
は
細
面
の
流
線
形
。
色
は
、
コ
ー

ポ
レ
ー
ト
カ
ラ
ー
に
こ
だ
わ
ら
ず
に
、
基
調
色

の
白
と
、＂
風
＂
を
表
し
＂
凛
＂
に
も
通
じ
る
日

本
の
伝
統
色
・
藍
色
を
選
ん
だ
。

出
入
口
の
幅
は
、
大
き
な
ト
ラ
ン
ク
を
持
っ

て
い
て
も
ス
ム
ー
ズ
に
乗
り
降
り
で
き
る
よ
う

に
、
旧
ス
カ
イ
ラ
イ
ナ
ー
よ
り
も
20
㎝
広
く
、

１
ｍ
 幅
に
。
車
内
は
、
こ
れ
ま
で
の
2
倍
の
数

の
蛍
光
灯
を
用
い
、
明
る
い
空
間
と
す
る
一
方
、

高
い
ド
ー
ム
型
天
井
と
温
白
色
の
間
接
照
明
の

効
果
で
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
印
象
の
く
つ
ろ
ぎ

空
間
を
演
出
し
た
。

ア
ル
ミ
フ
レ
ー
ム
の
座
席
は
、
厚
ぼ
っ
た
い

印
象
を
な
く
す
た
め
、
人
間
工
学
に
基
づ
く
設

計
と
営
業
用
鉄
道
車
両
と
し
て
は
初
の
素
材
バ

ネ
ッ
ク
ス
Ⓡ

の
採
用
で
、
ス
リ
ム
な
が
ら
快
適
な

座
り
心
地
を
実
現
し
た
。
シ
ー
ト
ピ
ッ
チ

１
０
５
㎝
、
座
面
幅
47
㎝
の
広
め
の
空
間
を
確

保
し
て
い
る
。

ま
た
、
荷
物
ス
ペ
ー
ス
も
、
大
型
荷
物
を
ス

ピ
ー
デ
ィ
ー
に
収
納
で
き
る
よ
う
に
、
旧
ス
カ

イ
ラ
イ
ナ
ー
の
お
よ
そ
２
倍
の
広
さ
に
し
た
。

荷
物
ス
ペ
ー
ス
は
客
室
か
ら
見
え
る
位
置
に
配

置
し
て
い
る
が
、
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
の
ガ
ラ
ス
に

は
フ
ロ
ス
ト
フ
ィ
ル
ム
を
貼
っ
て
い
る
。
こ
れ
は

「
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
と
お
客
さ
ま
の
く
つ
ろ
ぎ

感
、
両
方
を
満
た
す
た
め
」（
松
尾
課
長
）
の
工

夫
だ
。

乗
客
へ
の
案
内
に
つ
い
て
も
、
差
別
化
を

図
っ
た
。
客
室
前
後
の
仕
切
り
扉
上
部
に
は
、

鉄
道
車
両
と
し
て
は
最
大
級
の
26
イ
ン
チ
の
フ

ル
カ
ラ
ー
Ｌ
Ｃ
Ｄ
を
設
置
。
４
カ
国
語
（
日
本

語
・
英
語
・
中
国
語
・
韓
国
語
）
表
示
で
、
行

き
先
・
停
車
駅
・
運
行
情
報
・
現
在
地
な
ど
の

案
内
を
行
っ
て
い
る
。
一
部
区
間
で
は
、
運
転

室
の
カ
メ
ラ
に
よ
る
前
面
展
望
の
風
景
も
映
し

出
し
て
い
る
。
乗
客
は
、
車
窓
と
は
違
う
ア
ン

グ
ル
の
風
景
で
高
速
走
行
を
実
感
で
き
る
仕
掛

け
だ
。

さ
ら
に
、
車
内
の
Ｂ
Ｇ
Ｍ
や
チ
ャ
イ
ム
、

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ホ
ー
ン
な
ど
は
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
バ

ン
ド
・
カ
シ
オ
ペ
ア
の
向
谷
実
氏
に
担
当
し
て

も
ら
っ
た
。
す
べ
て
向
谷
氏
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
、

特
に
車
内
Ｂ
Ｇ
Ｍ
は
往
路
と
帰
路
が
異
な
る
ほ

ど
の
凝
り
よ
う
だ
。
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こ
う
し
て
、
機
能
的
で
あ
り
な
が
ら
も

シ
ン
プ
ル
で
美
し
い
明
快
な
デ
ザ
イ
ン
が

完
成
し
た
。
そ
の
車
両
性
能
、
快
適
な
居

住
性
能
を
満
た
す
車
内
空
間
―
―
新
型
ス

カ
イ
ラ
イ
ナ
ー
は
、
つ
く
り
手
と
し
て
携

わ
っ
た
す
べ
て
の
関
係
者
の
「
志
」
を
一

つ
に
し
て
生
ま
れ
て
い
る
。

「
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
」
の
受
賞
な
ど
、

デ
ビ
ュ
ー
以
来
、
そ
の
評
価
が
高
ま
り
続

け
て
い
る
新
型
ス
カ
イ
ラ
イ
ナ
ー
の
開
発
に
つ

い
て
、
松
尾
課
長
は
「
国
内
在
来
線
２
例
目
の

高
速
車
両
の
開
発
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
携

わ
る
こ
と
が
で
き
、
非
常
に
幸
せ
だ
っ
た
。
社

内
外
の
皆
さ
ん
と
、
文
字
通
り
一
致
団
結
し
て

で
き
た
こ
と
は
素
晴
ら
し
い
経
験
。
も
の
づ
く

り
冥
利
に
尽
き
る
」
と
語
っ
て
い
る
。

高
速
運
転
を
支
え
る
安
全
策

高
速
運
転
を
行
う
運
転
士
の
負
担
軽
減
お
よ

び
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
防
止
を
目
的
と
し
た
運

転
設
備
の
搭
載
、
保
安
設
備
に
つ
い
て
も
万
全

の
体
制
が
敷
か
れ
て
い
る
。

鉄
道
本
部
運
輸
部
の
坂
齊
和
彦
運
転
課
長
は

「
高
速
走
行
が
運
転
士
の
負
担
と
な
ら
な
い
よ
う

に
、
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
が
絶
対
必
要
条
件

だ
っ
た
」
と
説
明
す
る
。

新
型
ス
カ
イ
ラ
イ
ナ
ー
に
は
、
時
速
50
㎞
以

上
の
速
度
で
定
速
走
行
で
き
る
定
速
制
御
機
能

を
採
用
し
て
い
る
。
ま
た
、
万
が
一
ハ
ン
ド
ル

か
ら
手
を
放
し
た
場
合
に
も
自
動
的
に
Ｎ
位

置
・
ブ
レ
ー
キ
段
に
戻
る
片
手
ワ
ン
ハ
ン
ド
ル

を
初
め
て
採
用
し
た
。

ま
た
、
北
総
線
と
の
重
複
区
間
は
、
北
総
鉄

道
司
令
の
範
囲
と
な
り
、
列
車
無
線
装
置
の
周

波
数
も
北
総
線
の
も
の
に
な
る
。
そ
の
た
め
、

京
成
電
鉄
の
列
車
は
境
界
駅
で
周
波
数
を
切
り

替
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
境
界
駅
を
通
過
す

る
新
型
ス
カ
イ
ラ
イ
ナ
ー
に
は
、
列
車
無
線
自

動
切
替
装
置
を
採
用
、
走
行
中
の
運
転
士
の
作

業
軽
減
を
図
っ
た
。

「
指
令
関
係
に
つ
い
て
は
、
共
通
認
識
を
持
つ

こ
と
が
重
要
。
異
常
事
態
が
起
こ
っ
た
場
合
、

ど
ち
ら
か
一
社
だ
け
で
対
応
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
ダ
イ
ヤ
整
理
も
互
い
に
行
う
た
め
、
京

成
と
北
総
と
で
、
定
期
的
に
勉
強
会
を
行
っ
て

い
る
」（
坂
齊
課
長
）

新
た
な
信
号
シ
ス
テ
ム
も
導
入
し
て
い
る
。

京
成
電
鉄
の
信
号
シ
ス
テ
ム
は
地
上
信
号
式
だ

が
、
成
田
ス
カ
イ
ア
ク
セ
ス
に
は
、
高
速
域
の

信
号
２
種
類
を
追
加
し
た
。
最
高
速
度
を
示
す

「
高
速
進
行
信
号
（
Ｇ
Ｇ
）」
と
時
速
１
０
５
㎞

制
限
の
「
抑
速
信
号
（
Ｙ
Ｇ
Ｆ
）」
だ
。
時
速

１
６
０
㎞
が
可
能
な
新
線
区
間
で
は
、
列
車
選

別
装
置
に
よ
り
、
新
型
ス
カ
イ
ラ
イ
ナ
ー
の
み

に
Ｇ
Ｇ
信
号
を
現
示
さ
せ
る
。
同
一
線
区
で
Ｇ

Ｇ
と
Ｙ
Ｇ
Ｆ
の
両
方
を
導
入
し
た
の
は
成
田
ス

カ
イ
ア
ク
セ
ス
が
初
め
て
で
、
こ
の
た
め
「
６

灯
６
現
示
式
信
号
機
」
が
日
本
で
初
め
て
登
場

京成電鉄株式会社
鉄道本部 運輸部 運転課長

坂齊和彦
Kazuhiko SAKASAI

6灯6現示式信号機の現示
停止信号

停止

注意信号

45km/h

減速信号

75km/h

進行信号

130km/h

高速進行信号

最高速度

抑速信号

105km/h

同
時
明
滅

1 2

3
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す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
信
号
を
導
入
す
る

に
あ
た
っ
て
は
、「
信
号
装
置
を
用
い
て
視
認
性

の
確
認
を
行
う
と
と
も
に
、
運
転
士
の
心
拍
数

や
眠
気
尺
度
を
測
定
す
る
な
ど
疲
労
度
の
調
査

を
行
い
、
問
題
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
か
ら

決
定
し
た
」（
坂
齊
課
長
）

自
動
列
車
停
止
装
置
は
、
デ
ジ
タ
ル
符
号
伝

送
を
使
っ
た
Ｃ

－

Ａ
Ｔ
Ｓ
を
採
用
し
た
。
き
め

細
か
い
速
度
段
の
設
定
や
、
曲
線
・
分
岐
な
ど

の
制
限
速
度
に
応
じ
た
制
御
が
可
能
に
な
り
、

停
止
信
号
内
へ
の
侵
入
を
防
止
す
る
絶
対
停
止

機
能
も
付
加
さ
れ
た
。
ち
な
み
に
前
述
の
列
車

無
線
自
動
切
替
装
置
も
こ
の
Ｃ

－

Ａ
Ｔ
Ｓ
と
連

動
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
成
田
湯
川
駅
以
東
の
京
成
電
鉄
と

Ｊ
Ｒ
が
並
走
し
て
い
る
区
間
に
は
、
線
間
に
光

フ
ァ
イ
バ
ー
ケ
ー
ブ
ル
を
敷
設
。
脱
線
等
に
よ

り
他
社
線
路
を
支
障
し
た
場
合
に
は
こ
れ
が
切

断
さ
れ
、
互
い
に
異
常
を
伝
え
る
限
界
支
障
報

知
装
置
を
設
置
し
た
。

「
異
な
る
事
業
者
間
で
の
安
全
確
保
は
難
し
い

が
、
こ
う
し
た
シ
ス
テ
ム
の
整
備
で
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
で
き
る
」（
坂
齊
課
長
）

営
業
運
転
に
至
る
ま
で
に
は
、
何
回
も
の
試

運
転
を
重
ね
、
22
年
3
月
14
日
の
全
線
を
走
行

す
る
試
運
転
で
は
時
速
１
６
０
㎞
走
行
に
問
題

が
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
新
型
ス
カ
イ
ラ
イ

ナ
ー
の
運
転
士
は
希
望
者
の
中
か
ら
選
抜
し
、

こ
の
試
運
転
の
後
か
ら
乗
務
員
習
熟
訓
練
を
実

施
し
て
い
る
。　
　

「
時
速
１
６
０
㎞
走
行
は
や
は
り
従
来
と
は
異

な
る
体
感
が
あ
る
。
信
号
機
や
停
止
目
標
な
ど

新
た
に
習
得
す
べ
き
も
の
も
多
く
、
か
な
り
の

修
練
が
必
要
」（
坂
齊
課
長
）
な
た
め
、
通
常
よ

り
念
入
り
に
訓
練
を
実
施
し
た
。
そ
の
訓
練
期

間
は
３
カ
月
半
に
及
び
、
訓
練
が
終
了
し
た
の

は
開
業
の
直
前
で
あ
っ
た
と
言
う
。

最
新
設
備
の
導
入
、
他
社
と
の
連
携
、
そ
し

て
運
転
技
術
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
軸
に
、
運
転

の
現
場
で
は
、
時
速
１
６
０
㎞
走
行
の
安
全
を

確
か
な
も
の
に
し
て
い
る
。

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
重
視
し
た
軌
道

「
時
速
１
６
０
㎞
」
を
業
務
上
、
俯
瞰
的
な
視

野
で
捉
え
た
の
は
、
保
線
の
現
場
だ
っ
た
。
他

部
署
で
は
初
め
て
採
用
さ
れ
た
シ
ス
テ
ム
や
技

術
が
多
い
が
、
保
線
で
は
比
較
的
少
な
い
。
鉄

道
本
部
施
設
部
の
吉
野
泰
宏
保
線
課
長
は
、

「
む
し
ろ
、
こ
れ
ま
で
実
績
が
あ
る
技
術
を
採
用

す
る
こ
と
に
特
化
し
た
」
と
言
う
。

「
時
速
１
６
０
㎞
走
行
は
、
新
幹
線
を
ス
ケ
ー

ル
ダ
ウ
ン
し
た
も
の
で
も
な
け
れ
ば
、
在
来
線

で
も
例
が
な
い
も
の
。
唯
一
の
事
例
の
北
越
急

行
は
単
線
で
、
複
線
の
路
線
に
つ
い
て
は
当
社

が
初
の
事
例
と
な
る
。
時
速
１
６
０
㎞
の
電
車

同
士
が
す
れ
違
う
の
は
ど
ん
な
感
覚
な
の
か
。

上
下
線
の
線
路
間
の
幅
は
ど
れ
ぐ
ら
い
確
保
す

れ
ば
い
い
の
か
。
何
も
か
も
が
未
知
の
領
域
で

＂
つ
か
み
ど
こ
ろ
が
な
い
＂
と
い
う
の
が
当
初
の

正
直
な
感
想
だ
っ
た
」（
吉
野
課
長
）

つ
ま
り
「
未
知
の
世
界
の
構
築
」
だ
か

ら
こ
そ
、
あ
え
て
既
存
の
信
頼
の
お
け
る

技
術
を
採
用
し
、
安
全
を
強
化
し
た
と
言

え
る
。

成
田
ス
カ
イ
ア
ク
セ
ス
の
施
設
工
事
は
、

大
き
く
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
一
つ
は
北
総

線
と
の
重
複
区
間
32
・
３
㎞
で
、
こ
の
区

間
は
時
速
１
３
０
㎞
走
行
の
た
め
の
軌
道

改
良
工
事
を
行
っ
た
。
も
う
一
つ
は
、
印

旛
日
本
医
大

－

成
田
空
港
間
で
、
時
速
１
６
０

㎞
走
行
に
対
応
す
る
施
設
を
整
備
し
た
。
う
ち
、

印
旛
日
本
医
大

－

成
田
市
土
屋
間
の
10
・
７
㎞

は
新
設
区
間
。
残
り
の
成
田
市
土
屋

－

成
田
空

港
間
8
・
４
㎞
は
、
こ
れ
ま
で
旧
成
田
新
幹
線

の
既
存
施
設
を
成
田
空
港
高
速
鉄
道
が
整
備
し
、

Ｊ
Ｒ
が
単
線
の
線
路
を
新
設
し
て
運
行
し
て
い

る
区
間
で
、
今
回
、
成
田
ス
カ
イ
ア
ク
セ
ス
は

Ｊ
Ｒ
に
並
走
す
る
形
で
線
路
を
新
設
し
た
。

新
設
区
間
に
は
、
中
間
駅
と
し
て
成
田
湯
川

駅
を
開
設
し
て
い
る
。
２
面
４
線
構
造
で
、
主

本
線
が
ホ
ー
ム
の
な
い
通
過
線
と
な
っ
て
お
り
、

新
型
ス
カ
イ
ラ
イ
ナ
ー
が
時
速
１
６
０
㎞
で
通

過
す
る
。
ま
た
、
成
田
湯
川
駅
を
境
に
こ
れ
よ

り
空
港
側
は
単
線
と
な
る
た
め
、
分
岐
側
で
も

時
速
１
６
０
㎞
走
行
を
維
持
で
き
る
よ
う
に
、

日
本
最
大
の
分
岐
器
で
あ
る
ノ
ー
ズ
可
動
38
番

分
岐
器
を
導
入
し
た
。
分
岐
角
度
1
・
３
度
、

全
長
約
１
３
５
ｍ
の
こ
の
巨
大
な
分
岐
器
は
、

上
越
新
幹
線
の
高
崎
駅
で
長
野
新
幹
線
を
分
岐

さ
せ
る
た
め
に
唯
一
採
用
さ
れ
て
い
た
も
の
で
、

「
Ｊ
Ｒ
に
事
情
を
説
明
し
て
見
学
さ
せ
て
も
ら

い
、
使
用
状
況
な
ど
の
話
を
聞
か
せ
て
も
ら
っ

た
」（
吉
野
課
長
）
と
言
う
。
Ｊ
Ｒ
も
、
空
港
輸

送
を
担
う
競
合
相
手
で
は
あ
る
も
の
の
、
同
じ

京成電鉄株式会社
鉄道本部 施設部 保線課長

吉野泰宏
Yasuhiro YOSHINO

4

5

1空港利用者の大型荷物を収納する荷物スペース 2車内は端正できりっとした
雰囲気を醸しつつも温かいくつろぎ感に満ちている 3最高速度を示す高速進行
信号と新型スカイライナー 4客室前後のモニターは 26 インチの大型で見やす
い 5新型スカイライナー乗務員室の運転台。操作性と安全性が配慮されている
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使
命
を
背
負
う
事
業
者
同
士
と
し
て
協
力
し
て

く
れ
た
そ
う
だ
。

ま
た
、
軌
道
は
実
績
の
あ
る
弾
性
マ
ク
ラ
ギ

直
結
軌
道
を
採
用
。
騒
音
や
振
動
に
配
慮
で
き

る
と
と
も
に
保
守
管
理
の
手
間
が
軽
減
さ
れ
る

メ
リ
ッ
ト
に
着
目
し
た
。

「
保
線
の
現
場
で
は
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
重
要

な
課
題
と
な
る
。
安
全
な
走
行
を
い
か
に
維
持

す
る
か
。
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
容
易
に
し
て
、
維

持
管
理
の
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
を
心
が
け
た
」

（
吉
野
課
長
）

同
時
に
、
新
た
な
現
業
区
・
湯
川
施
設
区
を

組
織
し
、
維
持
管
理
に
つ
い
て
は
万
全
の
体
制

を
敷
い
て
い
る
。

利
便
性
を
高
め
た
空
港
２
駅
の
改
良
工
事

成
田
空
港
駅
と
空
港
第
２
ビ
ル
駅
の
改
良
工

事
も
実
施
し
て
い
る
。
従
来
の
成
田
空
港
駅
は

１
面
２
線
、
平
成
４
年
に
開
業
し
た
空
港
第
２

ビ
ル
駅
は
上
下
列
車
共
有
の
単
線
１
面
だ
っ
た
。

そ
こ
に
成
田
ス
カ
イ
ア
ク
セ
ス
が
加
わ
り
、

ピ
ー
ク
時
に
は
１
時
間
に
最
大
９
本
、
往
復
18

本
が
乗
り
入
れ
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
空
港
第

２
ビ
ル
駅
は
行
き
違
い
が
で
き
る
１
面
２
線
に
、

成
田
空
港
駅
は
ホ
ー
ム
も
増
設
し
て
２
面
３
線

に
改
良
し
た
。

ど
ち
ら
も
地
下
駅
の
た
め
、
工
事
は
難
問

だ
っ
た
。
1
線
増
設
す
る
に
は
新
た
な
ト
ン
ネ

ル
を
掘
削
し
て
今
あ
る
ト
ン
ネ
ル
に
つ
な
げ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
傍
ら
で
は
本
線
が
営
業
し
、

地
上
で
は
空
港
業
務
が
行
わ
れ
て
い
る
中
、
掘

削
作
業
は
昼
夜
３
交
代
の
24
時
間
体
制
で
進
め

ら
れ
た
。
ト
ン
ネ
ル
の
躯
体
が
で
き
、
線
路
を

敷
設
す
る
段
階
に
な
る
と
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー

上
、
ト
ン
ネ
ル
は
埋
め
戻
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ず

「
搬
入
口
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
、
資
材

は
、
車
両
基
地
で
工
事
車
両
に
積
ん
で
終
電
後

に
運
び
込
む
の
だ
が
、
物
に
よ
っ
て
は
業
務
用

通
路
を
使
っ
て
リ
ヤ
カ
ー
で
運
ん
だ
り
、
か
な

り
苦
労
し
た
」（
吉
野
課
長
）

２
駅
の
ホ
ー
ム
は
、
も
と
も
と
旧
成
田
新
幹

線
用
に
設
計
さ
れ
て
い
る
た
め
、
既
存
ホ
ー
ム

は
在
来
線
と
比
較
し
て
か
な
り
長
い
。

そ
の
た
め
、
両
駅
で
は
、
京
成
上
野
寄
り
を

京
成
本
線
、
終
端
側
を
成
田
ス
カ
イ
ア
ク
セ
ス

が
使
用
し
て
い
る
。
成
田
空
港
駅
の
新
設
ホ
ー

ム
は
成
田
ス
カ
イ
ア
ク
セ
ス
の
一
般
列
車
・
ア

ク
セ
ス
特
急
用
だ
。
前
後
の
ホ
ー
ム
の
境
は
柵

で
仕
切
ら
れ
、
乗
客
の
コ
ン
コ
ー
ス
へ
の
通
路

も
分
け
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
運
転
士
が
停
止

位
置
を
間
違
え
な
い
よ
う
に
、
各
ル
ー
ト
の
停

止
目
標
を
設
置
、
列
車
の
入
線
時
に
は
点
灯
し

て
明
示
す
る
。
現
時
点
の
ダ
イ
ヤ
で
は
ス
カ
イ

ア
ク
セ
ス
と
本
線
の
列
車
が
縦
列
に
並
ぶ
こ
と

は
な
い
。

成
田
ス
カ
イ
ア
ク
セ
ス
の
着
工
か
ら
完
成
ま

で
、
足
掛
け
わ
ず
か
４
年
。
短
期
間
で
の
完
成

は
、
日
本
鉄
道
賞
で
も
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

「
運
輸
・
保
線
・
電
気
・
建
設
な
ど
の
各
部
署

が
合
同
で
行
う
定
例
会
議
は
、
５
年
間
で

２
０
０
回
以
上
。
非
常
に
タ
イ
ト
な
工
期
だ
っ

た
が
、
な
ん
と
か
や
り
遂
げ
た
」
と
吉
野
課
長

は
振
り
返
る
。
ま
た
「
鉄
道
は
つ
く
っ
た
時
点

で
終
わ
り
で
は
な
く
、
そ
こ
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

て
走
り
続
け
て
い
く
。
こ
こ
か
ら
の
安
全
運
行

確
保
・
維
持
管
理
こ
そ
が
重
要
だ
」
と
意
気
込

み
を
力
強
く
語
っ
た
。

空港第2ビル駅

成田空港駅

JR線

成田空港→←成田湯川

←空港第2ビル

←

JR線

成田スカイアクセス
（一般車）

成田
スカイアクセス京成本線

成田
スカイアクセス京成本線

京成成田

2番線

1番線

3番線

2番線

5番線

4番線

1番線

1

2 3

1成田湯川駅から成田空港方は単線になっている。根古屋信号
場付近を走る新型スカイライナー 2分岐角度 1.3 度で時速 160
㎞走行を可能にする全長約 135 ｍのノーズ可動 38 番分岐器 3
成田空港駅 4・5 番線に新型スカイライナーが発着する
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変わる成田空港アクセス
［成田スカイアクセスと新型スカイライナー］

特集

東
京
の
玄
関
と
な
る
日
暮
里
駅

平
成
13
年
に
国
土
交
通
省
が
発
表
し
た
「
首

都
圏
の
空
港
ア
ク
セ
ス
改
善
緊
急
対
策
」
で
は
、

Ｂ
案
ル
ー
ト
の
整
備
と
と
も
に
「
京
成
・
Ｊ
Ｒ

の
日
暮
里
駅
の
総
合
的
な
改
善
に
つ
い
て
早
急

に
具
体
化
を
進
め
る
」
と
し
て
い
た
。「
鉄
道
駅

総
合
改
善
事
業
」
と
し
て
着
手
し
た
日
暮
里
駅

の
大
規
模
な
改
良
工
事
は
22
年
３
月
に
竣
工
。

街
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
な
る
個
性
的
な
駅
が
完

成
し
て
い
る
。

有
料
特
急
の
下
り
の
乗
車
比
率
は
、
日
暮
里

駅
が
６
割
を
占
め
て
い
る
。
Ｊ
Ｒ
と
直
結
で
乗

り
換
え
が
で
き
る
ほ
か
、
新
交
通
シ
ス
テ
ム
の

日
暮
里
・
舎と

ね
り人

ラ
イ
ナ
ー
も
接
続
線
に
加
わ
っ

て
い
る
。
京
成
電
鉄
に
と
っ
て
は
ま
さ
に
「
都

心
側
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
」
だ
。

そ
れ
に
対
し
、
以
前
の
日
暮
里
駅
は
、
幅
８

ｍ
 弱
の
ホ
ー
ム
１
本
の
み
で
営
業
し
て
お
り
、
乗

客
の
流
れ
が
錯
綜
し
て
い
た
。
通
勤
通
学
客
と

大
き
な
ト
ラ
ン
ク
を
抱
え
た
旅
行
客
が
ぶ
つ

か
っ
た
り
す
る
な
ど
、
乗
降
数
が
多
い
駅
な
ら

で
は
の
ト
ラ
ブ
ル
も
少
な
く
な
か
っ
た
と
い
う
。

日
暮
里
駅
の
改
良
工
事
に
つ
い
て
検
討
を
始

め
た
と
き
、
最
初
に
ぶ
つ
か
っ
た
大
き
な
壁
が

立
地
の
問
題
だ
っ
た
。
京
成
電
鉄
の
日
暮

里
駅
は
、
Ｊ
Ｒ
線
と
区
道
に
挟
ま
れ
た
場

所
に
位
置
し
て
お
り
、
ホ
ー
ム
の
拡
幅
は

難
し
い
。
そ
こ
で
出
さ
れ
た
案
が
、
駅
を

高
層
化
す
る
と
い
う
も
の
。「
駅
改
良
で
空

中
の
空
間
を
使
用
す
る
と
い
う
の
は
、
極

め
て
稀
な
ケ
ー
ス
」
と
、
鉄
道
本
部
建
設

部
の
飯
野
隆
太
郎
建
設
課
長
は
説
明
す
る
。

新
し
い
日
暮
里
駅
は
、
１
階
が
上
り
専

用
ホ
ー
ム
、
２
階
が
コ
ン
コ
ー
ス
、
３
階
が
下

り
専
用
ホ
ー
ム
と
な
っ
て
い
る
。
特
に
下
り
専

用
ホ
ー
ム
は
、
線
路
の
左
右
を
ホ
ー
ム
が
挟
み
、

進
行
左
側
は
一
般
列
車
用
、
右
側
は
新
型
ス
カ

イ
ラ
イ
ナ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
有
料
特
急
用
に

分
離
、
混
雑
と
錯
綜
を
解
消
し
た
。
さ
ら
に
コ

ン
コ
ー
ス
を
従
前
か
ら
大
幅
に
拡
張
し
、
Ｊ
Ｒ

線
と
の
連
絡
改
札
口
を
１
カ
所
に
集
約
、
Ｊ
Ｒ

側
の
連
絡
通
路
の
拡
幅
と
あ
い
ま
っ
て
、
ス

ム
ー
ズ
な
乗
り
換
え
を
実
現
し
て
い
る
。

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
も
進
め
た
。
コ
ン
コ
ー
ス
内

に
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
10
基
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
５
基

を
設
置
し
、
旅
行
客
で
賑
わ
う
空
港
ア
ク
セ
ス
の

タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
と
し
て
機
能
を
満
た
し
て
い
る
。

外
観
も
大
き
く
変
わ
り
目
を
引
く
。
白
の
外

壁
の
高
架
３
階
の
駅
舎
は
洗
練
さ
れ
た
印
象
で
、

屋
根
は
ド
ー
ム
型
の
膜
屋
根
。
下
り
ホ
ー
ム
に

は
日
中
、
明
る
い
光
が
降
り
注
ぐ
。

「
都
心
側
の
玄
関
と
し
て
、
個
性
的
な
設
計
に

し
た
。
旅
に
出
る
方
、
海
外
か
ら
日
本
に
来
ら

れ
た
方
の
ゲ
ー
ト
と
し
て
の
演
出
も
あ
る
」（
飯

野
課
長
）

鉄
道
駅
総
合
改
善
事
業
は
、
市
街
地
再
開
発

な
ど
整
備
都
市
側
の
事
業
と
一
体
的
に
駅
改
善

が
進
め
ら
れ
る
。
日
暮
里
駅
の
総
合
改
善
事
業

京成電鉄株式会社
鉄道本部 建設部 建設課長

飯野隆太郎
Ryutaro IINO

1ドーム型の膜屋根は光を透過し、3 階下り
専用ホームは明るい 2圧倒的な存在感を示す
日暮里駅。手前の茶色い屋根は JR の日暮里
駅 3改修時、営業しながらの工事で鉄骨建設
の中を列車が通過していた日暮里駅上野方

1

2

3

約 16.5m

京成
下り線

京成
上り線

JR
常磐上り線

下りホーム
（一般列車）

下りホーム
（スカイライナー専用）

下り
スカイライナー
改札口

JR連絡
改札口

上りホーム

約
23
.0
m

約
4.
5m

約
14
.0
m

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー

区道

日暮里駅断面図（改良後の連絡改札付近）
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で
は
、
駅
周
辺
の
複
合
再
開
発
な
ど
が
周

辺
事
業
と
し
て
進
め
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の

事
業
に
よ
り
、
日
暮
里
に
新
し
い
街
並
み

が
出
現
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
も
高
さ

23
ｍ
の
新
し
い
駅
舎
の
存
在
感
は
圧
倒
的

だ
。し

か
し
、
こ
の
日
暮
里
駅
の
改
良
工
事

に
も
「
利
用
客
に
は
見
え
な
い
と
こ
ろ
で
、

苦
労
が
あ
っ
た
」（
飯
野
課
長
）
と
言
う
。

１
面
２
線
の
用
地
幅
は
20
ｍ
弱
。
限
ら
れ
た

狭
い
用
地
の
中
で
、
駅
舎
を
つ
く
り
、
線
路
を

切
り
替
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
、
３

階
ホ
ー
ム
に
入
線
す
る
下
り
線
に
は
、
勾
配
を

つ
け
る
必
要
が
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
工
事
期
間

中
も
駅
は
営
業
中
だ
。

「
電
車
が
走
ら
な
い
深
夜
の
時
間
帯
し
か
作
業

が
で
き
な
い
。
現
場
に
ク
レ
ー
ン
を
入
れ
て
作

業
し
て
は
撤
去
す
る
。
実
質
的
な
作
業
時
間
は

１
日
３
時
間
程
度
」（
飯
野
課
長
）

そ
れ
で
も
、
工
事
は
順
調
に
進
捗
し
た
。
大

き
な
区
切
り
と
な
る
線
路
の
切
り
替
え
は
３
回
。

18
年
３
月
に
上
り
線
、
同
９
月
に
仮
下
り
線
、

21
年
10
月
に
下
り
線
を
行
っ
た
。

「
線
路
切
り
替
え
は
３
０
０
～
５
０
０
人
が
一

斉
に
作
業
を
し
て
進
め
る
の
で
、
誰
が
何
を
担

当
す
る
か
、
手
順
は
ど
う
す
る
の
か
、
事
前
の

準
備
が
モ
ノ
を
い
う
。
ど
ん
な
小
さ
な
切
り
替

え
も
３
カ
月
ぐ
ら
い
前
か
ら
準
備
を
進
め
る
が
、

21
年
の
切
り
替
え
は
、
１
年
前
か
ら
準
備
を
始

め
た
。
当
日
は
ま
さ
に
秒
単
位
で
進
め
て
い
く
。

今
回
は
一
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
っ
た
だ
け
に
、

切
り
替
え
た
線
路
を
試
運
転
の
電
車
が
無
事
通

過
し
て
い
く
の
を
、
ひ
と
き
わ
熱
い
思
い
で
見

て
い
た
」（
飯
野
課
長
）

担
当
者
の
苦
労
は
、
工
事
だ
け
に
と
ど
ま
ら

な
い
。
駅
舎
は
従
来
の
駅
舎
を
供
用
し
な
が
ら

順
次
新
し
い
駅
舎
へ
の
切
り
替
え
を
行
っ
て
い

く
た
め
、
工
事
段
階
に
よ
っ
て
、
乗
客
の
動
線

を
変
更
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
の
た
め
適
所
に

人
員
を
配
置
し
て
乗
客
を
誘
導
、
安
全
を
期
し

た
。
ま
た
、
日
暮
里
駅
や
線
路
周
辺
に
は
、
住

宅
や
ア
パ
ー
ト
、
マ
ン
シ
ョ
ン
も
多
い
た
め
、

夜
間
作
業
の
騒
音
に
つ
い
て
は
細
心
の
注
意
を

払
い
、
地
域
住
民
に
は
月
に
一
度
、
工
事
説
明

会
を
開
き
、
理
解
と
協
力
の
お
願
い
を
す
る
な

ど
努
力
を
重
ね
た
。

「
こ
う
し
た
建
設
工
事
は
時
間
が
か
か
る
の

で
、
住
民
の
方
々
の
理
解
を
得
る
こ
と
が
重
要

だ
。
今
回
は
夜
間
主
体
の
作
業
で
、
時
間
も
非

常
に
タ
イ
ト
だ
っ
た
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
の
努

力
と
協
力
に
よ
っ
て
、
実
現
で
き
た
と
自
負
し

て
い
る
」（
飯
野
課
長
）

成
田
ス
カ
イ
ア
ク
セ
ス
の
開
業
に
向
け
、
京

成
高
砂
駅
の
駅
舎
も
改
良
し
て
い
る
。
成
田
ス

カ
イ
ア
ク
セ
ス
が
加
わ
る
こ
と
に
よ
る
、
列
車

本
数
増
加
に
よ
る
踏
切
の
遮
断
時
間
増
加
を
防

止
す
る
た
め
、
ま
ず
金
町
線
の
線
路
と
ホ
ー
ム

を
京
成
本
線
の
上
空
に
建
設
。
続
い
て
、
本
線

と
共
有
し
て
い
た
金
町
線
ホ
ー
ム
を
分
離
し
、

京成電鉄株式会社
鉄道本部 運輸部 旅客サービス課長

多田和義
Kazuyoshi TADA

1誤乗を防止するためルート表示や注記などを表示 2成田スカイアク
セスはオレンジがテーマカラー 3京成上野駅前で。成田空港駅から到
着、地図を見る外国人観光客 4〝色〟の案内に従って進む。くっきり色
分けしてあり、分かりやすい 5大規模な改良工事で広くなった日暮里
駅の改札口。JR への乗り換えもスムーズ 6日暮里駅の新型スカイライ
ナー専用乗り場インフォメーション 7成田空港駅で案内係を務める西
田美千代さん 8発売カウンターなど窓口周りもイメージを一新
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43
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変わる成田空港アクセス
［成田スカイアクセスと新型スカイライナー］

特集

金
町
線
を
単
線
高
架
化
し
た
。

「
建
設
部
門
は
鉄
道
会
社
に
と
っ
て
は
裏
方
の

よ
う
な
存
在
だ
が
、
新
線
開
業
に
際
し
て
、
自

分
が
わ
ず
か
な
が
ら
仕
事
が
で
き
た
の
は
非
常

に
う
れ
し
く
思
っ
て
い
る
。
開
業
当
日
は
も
う

次
の
仕
事
に
か
か
っ
て
い
て
、
ち
ょ
っ
と
離
れ

た
と
こ
ろ
か
ら
見
守
っ
て
い
る
と
い
う
感
じ

だ
っ
た
が
、
や
は
り
多
く
の
お
客
さ
ま
に
ご
利

用
い
た
だ
い
て
い
る
様
子
を
見
て
ほ
っ
と
し
た
」

（
飯
野
課
長
）

一
目
で
分
か
る
２
ル
ー
ト
の
＂
色
分
け
＂

旅
客
へ
の
サ
ー
ビ
ス
全
般
を
担
当
す
る
サ
ー

ビ
ス
旅
客
課
も
開
業
準
備
に
追
わ
れ
た
。

発
着
地
が
同
一
の
２
ル
ー
ト
を
持
つ
こ
と
に

な
っ
た
京
成
電
鉄
が
最
も
懸
念
し
た
の
は
、
運

賃
・
ラ
イ
ナ
ー
料
金
が
異
な
る
こ
と
、
そ
し
て

利
用
客
の
誤
乗
だ
。

「
発
着
地
が
同
じ
で
も
ル
ー
ト
で
運
賃
・
料
金

が
異
な
る
こ
と
を
ご
理
解
い
た
だ
く
こ
と
、
誤

乗
を
い
か
に
防
ぐ
か
が
課
題
だ
っ
た
」
と
、
鉄

道
本
部
運
輸
部
の
多
田
和
義
旅
客
サ
ー
ビ
ス
課

長
は
話
す
。

こ
の
問
題
を
解
決
す
る
方
法
と
し
て
、
京
成

電
鉄
は
、
空
港
第
2
ビ
ル
駅
と
成
田
空
港
駅
の

コ
ン
コ
ー
ス
に
中
間
改
札
を
設
け
た
。
京
成
本

線
利
用
者
は
、
成
田
ス
カ
イ
ア
ク
セ
ス
と
共
通

の
本
改
札
を
通
過
し
た
後
、
本
線
専
用
の
中
間

改
札
を
通
り
、
降
車
時
は
中
間
改
札
、
本
改
札

の
順
に
通
過
す
る
。
中
間
改
札
を
通
過
す
る
こ

と
で
本
線
利
用
を
確
認
す
る
仕
組
み
だ
。
成
田

ス
カ
イ
ア
ク
セ
ス
経
由
の
乗
車
券
で
中
間
改
札

を
通
過
し
よ
う
と
す
る
と
ゲ
ー
ト
が
開
か
ず
、

成
田
ス
カ
イ
ア
ク
セ
ス
の
利
用
を
促
す
。
旅
客

サ
ー
ビ
ス
課
は
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
の
開
発
に
、

２
年
を
費
や
し
た
と
い
う
。

次
に
重
要
に
な
っ
て
く
る
の
は
、
明
快
か
つ

シ
ン
プ
ル
に
２
ル
ー
ト
が
識
別
で
き
る
、
そ
の

仕
掛
け
だ
。

「
一
目
で
分
か
る
の
は
、
色
。
成
田
ス
カ
イ
ア

ク
セ
ス
は
オ
レ
ン
ジ
、
京
成
本
線
が
青
。
案
内

表
示
に
関
す
る
も
の
は
徹
底
し
て
色
分
け
し
て

い
る
」（
多
田
課
長
）

運
賃
表
や
路
線
図
、
券
売
機
画
面
、
改
札
口

の
案
内
表
示
か
ら
発
車
標
、
ホ
ー
ム
床
面
の
ガ

イ
ド
シ
ー
ト
に
至
る
ま
で
、
く
っ
き
り
色
分
け

し
て
あ
り
、
分
か
り
や
す
い
。

「
空
港
２
駅
は
、
国
内
外
を
問
わ
ず
初
め
て
京

成
電
鉄
を
利
用
す
る
お
客
さ
ま
が
多
い
。＂
色
＂

な
ら
区
別
し
や
す
く
、
誤
乗
も
未
然
に
防
ぐ
こ

と
が
で
き
る
。
外
国
人
観
光
客
に
も
＂
色
＂
で

な
ら
理
解
し
て
い
た
だ
き
や
す
い
」（
多
田
課
長
）

さ
ら
に
、
誤
乗
防
止
策
と
し
て
、
駅
構
内
や

車
内
で
も
、
ア
ナ
ウ
ン
ス
で
ル
ー
ト
説
明
を

行
っ
て
い
る
。

外
国
人
観
光
客
へ
の
案
内
を
拡
充

外
国
人
観
光
客
に
向
け
た
案
内
も
拡
充
し
て

い
る
。
京
成
線
全
駅
（
65
駅
・
北
総
線
と
の
重

複
区
間
を
除
く
）
を
ナ
ン
バ
リ
ン
グ
し
、
日
本

語
の
駅
名
が
読
め
な
く
て
も
、
番
号
で
分
か
る

よ
う
に
し
た
。

ま
た
、
空
港
２
駅
に
お
け
る
切
符
販
売
の
形

式
を
券
売
機
中
心
か
ら
有
人
対
応
中
心
に
し
、

発
券
カ
ウ
ン
タ
ー
を
拡
張
。
通
常
は
３
人
、
繁

忙
期
は
４
人
が
ス
タ
ン
バ
イ
し
、
英
語
で
の
案

内
が
可
能
な
ス
タ
ッ
フ
も
配
置
し
て
い
る
。
ま

た
、
運
賃
や
ル
ー
ト
等
は
、
日
本
語
の
ほ
か
英

語
・
中
国
語
・
韓
国
語
の
４
カ
国
語
表
記
と
し

た
。
混
雑
時
は
、
コ
ン
コ
ー
ス
や
発
券
カ
ウ
ン

タ
ー
前
に
も
案
内
係
を
配
置
し
て
い
る
。

運
輸
部
旅
客
サ
ー
ビ
ス
課
成
田
空
港
駅
の
駅

務
員
を
務
め
る
西
田
三
千
代
さ
ん
は
「
迷
っ
て
い

そ
う
な
お
客
さ
ま
を
見
か
け
た
ら
、
積
極
的
に

声
を
掛
け
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
ま
た
、
お
客

さ
ま
か
ら
も
訊
ね
や
す
い
雰
囲
気
づ
く
り
を
心

掛
け
て
い
る
」
と
語
る
。
日
本
到
着
時
に
案
内

を
し
た
外
国
人
旅
行
客
が
、
帰
国
時
に
お
礼
を

言
い
に
き
た
こ
と
も
あ
る
そ
う
だ
。
ま
た
、
乗

客
が
列
車
内
や
駅
に
忘
れ
物
を
し
た
と
い
う
届

け
出
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
全
力
で
捜
索
し
て

フ
ラ
イ
ト
ま
で
に
届
け
る
と
い
う
。
京
成
電
鉄

な
ら
で
は
の
手
間
を
惜
し
ま
な
い
サ
ー
ビ
ス
だ
。

外
国
人
観
光
客
に
新
型
ス
カ
イ
ラ
イ
ナ
ー
の

認
知
・
利
用
度
を
向
上
さ
せ
る
た
め
各
種
施
策

も
進
め
て
い
る
。「
韓
国
の
旅
行
代
理
店
と
提

携
、
ク
ー
ポ
ン
券
の
販
売
を
開
始
し
た
。
ま
た
、

新
型
ス
カ
イ
ラ
イ
ナ
ー
が
停
車
す
る
４
駅
で
は
、

中
国
の
銀
聯
カ
ー
ド
が
昨
秋
よ
り
使
用
可
能
に

な
っ
た
。
多
く
の
お
客
さ
ま
に
ご
利
用
い
た
だ

け
る
よ
う
今
後
も
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
努
め
て

い
き
た
い
」（
多
田
課
長
）

Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
（
日
本
政
府
観
光
局
）
の
海
外
営

業
所
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
置
い
て
も
ら
う
な
ど
、

地
道
な
Ｐ
Ｒ
活
動
も
積
極
的
に
推
進
し
て
い
る
。

新
型
ス
カ
イ
ラ
イ
ナ
ー
が
外
国
人
観
光
客
に
支

持
さ
れ
る
の
も
、
そ
れ
ほ
ど
遠
い
日
で
は
な
い

は
ず
だ
。

◦

平
成
21
年
、
京
成
電
鉄
は
創
業
１
０
０
周
年

を
迎
え
た
。
次
の
一
世
紀
の
第
一
歩
を
、
京
成

電
鉄
は
成
田
ス
カ
イ
ア
ク
セ
ス
開
業
と
新
型
ス

カ
イ
ラ
イ
ナ
ー
の
誕
生
と
と
も
に
し
る
し
た
こ

と
に
な
る
。

一
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
携
わ
っ
た
社
員
た
ち

は
、
力
を
駆
使
し
、
果
敢
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
続

け
、
高
速
鉄
道
空
港
ア
ク
セ
ス
の
成
功
に
た
ど

り
着
い
た
。
し
か
し
、
そ
こ
に
と
ど
ま
っ
て
は

い
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
が
「
鉄
道
事
業
者
と
し
て

の
使
命
と
責
任
」
を
強
く
抱
き
つ
つ
、「
こ
れ
か

ら
何
を
す
べ
き
か
」
と
も
う
先
を
見
て
走
り
出

し
て
い
る
。
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